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第４２回 お遊戯会 オペレッタのあらすじを紹介します

“ブレーメンのおんがくたい” （橙組・桃組・赤組）
音楽好きのロバ、イヌ、ネコ、ニワトリは、ブレーメンの町で

音楽隊に入ることにしました。
ブレーメンへの旅の途中、思いがけずどろぼうに出会ってしまっ
たから、さぁ、大変……。
自分らしく表現しながらも友だちと息を合わせてセリフを言った

り、歌ったりしているところを温かく見守り、応援して下さい。

“おむすびころりん“ (緑組・黄組)
むかしむかし・・・あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。
働き者のおじいさんは、おばあさんの持たせてくれたおむすびを持って、山へ芝刈りに

出かけました。

ひと休みしようとおむすびを食べようとしたおじいさん、「ころりん」・・・とおむす
びが転がり落ちました。
転がるおむすびを追いかけて、すっと～ん！！おじいさんとおむすびは穴の中へ落ちて

しまいました。

穴の中では大勢のねずみ達がうたやごちそうで、おじいさんをもてなしてくれました。
楽しいひと時を過ごしたおじいさんが帰ろうとすると、ねずみ達は大きなつづらを持た

せてくれました。

それを見ていた隣のおじいさんは、「宝物だ・・・！！」と自分もおむすびを持って
山へ出かけて行きました。
無理矢理、穴の中へ入ったおじいさん、つづらをみんな自

分の物にしようと「にゃーご、にゃーご」
大声でねこの真似をして、「しめしめ・・・」と思ったその

瞬間、急に辺りが暗くなり、ねずみ達もつづらも全部消えて
しまいました・・・。

“いつまでもともだち” （白組・青組）
年に一度の音楽会にでるりすのコリリンたち。
ところが、練習していると、おばけが出てきてじゃまをします。
みんなが困っていると、「それなら音楽会はやめにしよう！」とサル

のチョッピーが言いだします。
いっしょにはりきっていたはずのチョッピー。
どうして、そんなことをいいだしたのでしょう…。

出所：新沢としひこ／作 市居みか／絵『いつまでもともだち』金の星社 解説


